
2025年テンバガー・レポート
米国市場における次世代の10倍成長機会を
特定するための戦略的フレームワーク

このレポートでは、伝説的なファンドマネージャー、ピーター・リンチ氏が広めた「テ

ンバガー」（初期投資の10倍になる株式）を見つけるための戦略的フレームワークを解説
します。市場を大幅にアウトパフォームする可能性を秘めたこれらの銘柄は、平凡なポ

ートフォリオを高収益なものへと変貌させる力を持っています。



テンバガーの設計図：ピーター・リンチのフレームワークの
現代的解釈

テンバガーとは

「テンバガー」とは、当初の購入価格の10倍に価値が上昇する投資を
指します。これは投資収益率（ROI）で1,000%に相当し、真に変革的
な企業の証です。

リンチ氏は、ポートフォリオにおける一つのテンバガーが、他の複数

の失敗した投資を相殺し、市場を劇的にアウトパフォームする力を持

つことを強調しました。

長期的視点の重要性

テンバガーの地位を達成することは短期的な試みではありません。企

業の成長ストーリーが完全に複利効果を発揮するためには、忍耐と長

期的な保有期間が不可欠であり、多くの場合、平均して10年以上の時
間が必要とされます。

テンバガー候補を発掘するための最初のステップは、厳格な定量的基準を用いたスクリーニングです。リンチ氏の哲学は、成長そのものではなく、「リ

ーズナブルな価格での成長（Growth at a Reasonable Price - GARP）」を重視しています。



テンバガー候補の定量的フィルター

中小規模の時価総額

「ベース効果」は極めて重要です。数学的に、巨大企業よりも小規模

な企業（例：時価総額5億ドルから200億ドル）の方が10倍に成長する
方が容易です。

潜在的な市場規模（Total Addressable Market - TAM）に対して、まだ
規模が小さい企業に焦点を当てます。

合理的なバリュエーション

リンチ哲学の核心の一つは、成長に対して過剰な対価を支払わないこ

とです。株価収益率（PER）が業界平均および自社の過去5年間の平均
を下回る企業をスクリーニングします。

利益を上げていない成長企業については、株価売上高倍率（PSR）が
有用な代替指標となります。

強力かつ持続可能な利益成長

潜在的なテンバガーは、力強い利益成長を示します。リンチ氏が特に

注目したのは、1株当たり営業利益（EPS）の5年間の成長率が高い一
方で、決定的に重要な点として、その成長率が50%未満である企業で
した。

この水準を超える成長率は持続不可能であり、過度な競争を招くこと

が多いと彼は考えました。

財務の健全性

強固なバランスシートは交渉の余地がありません。管理可能な負債水

準（負債資本倍率）と一貫した収益成長を示す企業をスクリーニング

します。

これは、内部留保による成長資金の確保能力と、景気後退への耐性を

示唆します。



テンバガー候補の定性的特徴

破壊的イノベーション

企業は、重要な問題を解決するか、既存の産業を破壊するような、斬新な

技術、ユニークな製品、またはサービスを提供している必要があります。

競争上の堀（Competitive Moat）

持続可能な競争優位性は不可欠です。これは、特許技術、強力なブランド

認知、ネットワーク効果、あるいは高いスイッチングコストなどから生ま

れます。

ビジョンを持つリーダーシップ

成長をナビゲートし、長期的なビジョンを実行するための、実績のある有

能で先進的な経営陣が不可欠です。

オプショナリティ

ビジネスには、「第二、第三、第四の幕」を開ける潜在能力が必要です。こ

れは、新たな収益源への拡大、新規産業への進出、あるいは有機的成長を

補完するための戦略的買収を行う能力を意味します。

株価評価の二つの主要な推進力は、企業の利益成長と、市場がその利益に対して支払う意思のある評価倍率（バリュエーション・マルチプル）です。真

のテンバガーは、これらのうちの一方だけから生まれることは稀です。この二つの要素が相乗効果を発揮する現象は、「デービス・ダブルプレイ」とし

て知られています。



テンバガー・スクリーニング・マトリックス

評価項目 基準/指標

定量的指標

時価総額 200億ドル未満

PER 業界平均以下

PSR（非黒字企業向け） 業界比較

5年平均EPS成長率 20%�50%

収益成長率 20%超

負債資本倍率 管理可能な水準

定性的属性（1～5で評価）

破壊的イノベーション 製品/技術の独自性

競争上の堀 持続可能な優位性

市場リーダーシップ/TAM 成長余地

経営陣の質 実績とビジョン

オプショナリティ 新規事業への展開可能性

このマトリックスを使用して、潜在的なテンバガー候補を体系的に評価することができます。定量的指標と定性的属性の両方を考慮することで、単なる

数字だけでなく、ビジネスの質も評価することが重要です。



2025年の市場環境：成長の沃野を
見極める

マクロ経済の見通し

2025年半ばの時点で、主要な金融機関は
米国株式市場の継続的な力強さを予測し

ており、S&P 500の年末目標値は6,500か
ら7,000の範囲で設定されています。企業
収益の成長も健全であると見込まれ、

2025年には9.6%、2026年には13.9%への
加速が予測されています。

市場は、2025年後半から2026年初頭にか
けての連邦準備制度理事会（FRB）によ
る利下げを追い風として期待していま

す。しかし、地政学的な複雑さ、特に潜

在的な関税や税制の変更が一定のボラテ

ィリティをもたらす可能性があります。

投資機会の広がり

2025年の重要なテーマの一つは、市場の
上昇が「マグニフィセント・セブン」と

呼ばれる巨大ハイテク企業群を超えて広

がる可能性です。これらの巨大企業は引

き続き好調を維持すると見られるもの

の、他の銘柄とのパフォーマンス格差は

縮小すると予想されています。

これにより、他のセクターや中小企業に

機会が生まれる環境が整いつつありま

す。これは、テンバガー候補を中小株セ

グメントで探す上で好ましい状況です。



次の10年を支配するメガトレンド

技術的破壊とAI

基盤モデルから自律的に行動できる「エージ

ェントAI」へと続くAIの継続的な進化と応用
は、最も強力なトレンドです。これには、AI
ソフトウェア、半導体、そしてそれを支える

重要なインフラ（データセンター、電力）と

いったエコシステム全体が含まれます。

長寿とバイオ革命

遺伝子編集（CRISPR）、AIを活用した創薬、
加齢関連疾患（例：肥満症治療薬）の治療法

といったイノベーションを通じて、ヘルスケ

アを再定義する動きが加速しています。

気候変動とエネルギー転換

脱炭素化という世界的な要請が、再生可能エ

ネルギー、エネルギー貯蔵ソリューション

（バッテリー、水素）、スマートグリッド、そ

してこの転換に不可欠な戦略的素材（例：レ

アアース）への巨額の投資を推進していま

す。



セクター深掘り：AI革命の次なるフロンティア

市場機会

エンタープライズAI市場は、2025年の約970

億ドルから2030年には2,290億ドル以上に成長
すると予測されており、年平均成長率

（CAGR）は約19%に達します。

エージェントAIの台頭

この分野における変革的な進化は、プロンプ

トに応答する「生成AI」から、目標達成のた
めに自律的に意思決定し行動を実行できる

「エージェントAI」への移行です。

産業への浸透

ガートナー社は、エージェントAIを2025年の

トップ戦略的トレンドの一つと位置づけ、

2028年までにはエンタープライズソフトウェ
アの33%に搭載されると予測しています
（2024年の1%未満から急増）。

C3.ai, Inc. (NYSE: AI)

エンタープライズAIアプリケーションソフトウェアプラットフォーム
（C3 Agentic AI Platform）と、事前に構築された業界特化型のSaaSアプ
リケーションポートフォリオを提供しています。同社のモデルは、製造、

石油・ガス、公益事業、防衛といったセクターにおける高価値なユース

ケースに焦点を当てています。

SoundHound AI, Inc. (NASDAQ: SOUN)

会話型およびエージェントAIの専業リーダーであり、自動車、IoT、レス
トラン、顧客サービス業界向けに音声AIプラットフォームを提供していま
す。収益はロイヤリティ、サブスクリプション、および使用量ベースの収

益化から生み出されます。



セクター深掘り：バイオ革命と遺伝子編集

バイオテクノロジーセクターは著しい成長が見込まれており、トップクラスのバイオ医薬品企業の収益は2029年まで年平均4.5%で成長すると予測されて
います。特に遺伝子シーケンシングのようなサブセクターは、個別化医療の需要に牽引され、2023年の115億ドルから2032年には521億ドルへと急成長
（CAGR 17.8%）すると見られています。

In vivo アプローチ

低実用化度

Ex vivo アプローチ

高実用化度

小規模パイロット — ex 
vivo、低商業化準備

基礎研究段階 — in 
vivo、低商業化準備

CRISPR Therapeutics — 
ex vivo、高商業化準備

Intellia — in vivo、高商
業化準備

Intellia Therapeutics, Inc. (NASDAQ: NTLA)

主にin vivoアプローチを用いて、CRISPR/Cas9ベースの根治的治療薬を開
発する臨床段階の遺伝子編集企業です。Lonvo-z (HAE)の第3相HAELO試
験が進行中で、データは2026年上半期に発表予定です。第1相試験の良好
な3年間のデータでは、HAE発作率が98%減少したことが示されました。

Taysha Gene Therapies, Inc. (NASDAQ: TSHA)

中枢神経系（CNS）の重篤な単一遺伝子疾患に対するAAVベースの遺伝子
治療に特化した臨床段階のバイオテクノロジー企業です。主要プログラム

であるTSHA-102（レット症候群）のREVEAL試験のパートAからの良好な
データでは、患者の100%が発達上のマイルストーンを獲得または再獲得
したことが示されました。



セクター深掘り：未来を動かす力 - 
エネルギーと重要素材

13.2%
データセンター電力

市場のCAGR

世界のデータセンター電力

市場は、2024年の202億ド
ルから2030年には423億ド

ルに成長すると予測されて

います。

2兆ドル
クリーンエネルギー

市場（2030年）

エネルギー貯蔵は、電力網

の安定性と再生可能エネル

ギーの普及に不可欠な要素

です。

7.24%
ネオジム磁石市場の

CAGR

これらの強力な永久磁石

は、EVモーターや風力ター
ビンに不可欠です。世界市

場は2025年の209億ドルか
ら2034年には392億ドルに
成長すると予測されていま

す。

Bloom Energy Corporation 
(NYSE: BE)

オンサイト発電用の固体酸化物形燃料電

池（SOFC）システム（Bloom Energy 
Server）の設計、製造、販売を行ってい
ます。これらのシステムは、天然ガス、

バイオガス、または水素で稼働し、電力

網から独立したクリーンで信頼性の高い

24時間365日の電力を供給します。

同社のオンサイト電力ソリューション

は、高い信頼性を必要とする電力消費の

激しいデータセンターに理想的です。

OracleとのAIデータセンター向け電力供
給に関する主要な提携は、この市場機会

を裏付けています。

MP Materials Corp. (NYSE: 
MP)

カリフォルニア州マウンテンパスでのレ

アアース濃縮物の採掘・処理から、テキ

サス州での完成品であるNdFeB永久磁石
の製造まで、サプライチェーン全体を網

羅する米国唯一の統合レアアース生産企

業です。

米国唯一の統合生産企業として、MPは国
家安全保障とエネルギー転換（EV、風力
タービン、防衛）にとって不可欠です。

これにより、国防総省との革新的なパー

トナーシップを含む、多大な政府支援を

受けています。



テンバガー候補のランキングと比較分析

銘柄 ティッカー 現在価格 (2025年8
月)

アナリスト評価 平均目標株価 暗示される上昇/下
落率

C3.ai AI $22.13 Hold N/A N/A

SoundHound AI SOUN $13.55 Strong Buy $14.80 +9.23%

Upstart UPST $69.74 N/A N/A N/A

Intellia NTLA $10.79 Moderate Buy $29.39 +172.38%

CRISPR Thera. CRSP $55.00 Buy $81.66 +48.47%

Taysha Gene Th. TSHA $2.74 Buy $12.17 +344.16%

Bloom Energy BE $36.80 Moderate Buy $34.57 −6.06%

MP Materials MP $74.32 Strong Buy $57.55 −22.56%

この比較表は、各テンバガー候補の現在の市場評価とアナリストの見通しを示しています。特に注目すべきは、Taysha Gene TherapiesとIntelliaの高い上
昇余地です。一方、MP MaterialsとBloom Energyは現在の株価が目標株価を上回っており、短期的には株価が先行している可能性があります。



高成長ポートフォリオ構築のフレームワーク

分散投資アプローチ

ピーター・リンチ氏の分散投資に関するアド

バイスを改めて強調します。投資家はすべて

の銘柄で成功する必要はなく、一つか二つの

大成功銘柄を見つけるだけで十分です。特定

されたメガトレンドにまたがる複数の高ポテ

ンシャル企業に小さなポジションを取る「バ

スケット・アプローチ」を推奨します。

ポジションサイジング戦略

まず小さな「偵察」ポジションから始め、四

半期ごとの決算や重要なマイルストーンによ

って投資の論拠が裏付けられるにつれて、勝

ち組銘柄への投資を積み増していくアプロー

チが効果的です。

長期的視点の維持

自分自身で宿題を行い、長期的な視点で投資

し、定期的に各ポジションを当初の投資論拠

と照らし合わせて見直すことが重要です。テ

ンバガーの実現には平均して10年以上の時
間が必要であることを忘れないでください。

このレポートで紹介した企業は、それぞれが独自の強みとリスクを持っています。投資判断を行う前に、各企業の財務状況、競争環境、経営陣の質、そ

して長期的な成長見通しについて、さらなる調査を行うことをお勧めします。


